
２０２５年２月１３日 

各  位 

株式会社 大垣共立銀行 

 

牛若への 

「ＯＫＢポジティブインパクトファイナンス」の実行 

 

大垣共立銀行（頭取 林 敬治）は本日、株式会社牛若（代表取締役 服部 浩之）へ「ＯＫＢ

ポジティブインパクトファイナンス（以下「ＰＩＦ」）」を下記の通り実行しました。 

ＰＩＦは、お客さまの事業活動が経済・社会・環境に与える影響を分析・評価し、特定された

ポジティブなインパクト（プラスの影響）の向上とネガティブなインパクト（マイナスの影響）

の緩和・低減に向けた、お客さまの取り組みをサポートする融資商品です。 

ＯＫＢ大垣共立銀行はこれからも、社会や環境課題の解決に資する取り組みを一層推進し、

地域循環型社会の担い手として、持続可能な地域づくりに貢献してまいります。 

記 

■本件融資の概要 

企 業 名 株式会社牛若 

融 資 実 行 日 ２０２５年２月１３日（木） 

融 資 金 額 ２億円 

資 金 使 途 運転資金 

そ の 他 

・評価書 

https://www.okb.co.jp/assets/pdf/archive/2025/ushiwaka20250213.pdf 

・株式会社格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）によるセカンドオピニオン 

https://www.r-i.co.jp/rating/esg/sustainabilityfinance/index.html 

■株式会社牛若の概要 

代 表 者 代表取締役 服部 浩之 

所 在 地 愛知県名古屋市中川区外新町２―２ 

業 種 有機工業製品製造業 

ホームページ http://www.ushiwaka.net/ 

＜企業のコメント＞ 

 

 

 

 

 
 

以 上  

 

 

当社は合成樹脂（ポリエチレンやビニールなど）を主材料として、自動車内装品や各種資材

を製造しています。また、製造のみならず、採寸設計から取付工事まで一貫した対応も行って

います。創業６０年を超える樹脂の加工業として、蓄積した技術を活かしながら、より良い地球

環境を未来に引き継いでいくために、環境負荷の少ない製品の提供や省エネ・環境改善につながる

施工に注力しています。 



■ＯＫＢポジティブインパクトファイナンスの商品概要  

お客さまの事業活動が経済・社会・環境に与える影響を分析・評価し、特定されたポジティブな 

インパクト（プラスの影響）の向上とネガティブなインパクト（マイナスの影響）の緩和・低減

に向けた、お客さまの取り組みをサポートする融資商品 

ご利用いただける方 法人のお客さま 

資 金 使 途 運転資金・設備資金 

融 資 金 額 ５,０００万円以上 

融 資 形 式 証書貸付 

融 資 金 利 ＯＫＢ大垣共立銀行所定の変動金利または固定金利 

手 数 料 ＯＫＢ大垣共立銀行所定の手数料 

・本商品のご利用にあたっては、ＯＫＢ大垣共立銀行所定の審査があります 

【スキーム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＯＫＢ大垣共立銀行とグループ会社の株式会社ＯＫＢ総研が、お客さまの事業活動が経済・

社会・環境に与える影響（インパクト）を分析・評価し、インパクト結果に基づくＫＰＩ（指標）

を設定します 

・ＯＫＢ総研がインパクト分析・評価結果を「評価書」として提供します 

・評価内容について、国際原則への適合性を確認するため、株式会社格付投資情報センター

（以下「Ｒ＆Ｉ」）からセカンドオピニオンを取得していただきます（費用はお客さまのご負担

となります） 

・設定したＫＰＩについて、ＯＫＢ大垣共立銀行が定期的にモニタリングを実施します 

本スキームは、Ｒ＆Ｉから、国連環境計画金融イニシアティブ（ＵＮＥＰＦＩ）が策定した

ポジティブ・インパクト金融原則に適合していることについてセカンドオピニオンを取得して

います 

【ＯＫＢの適合性に関するオピニオン】 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2023/01/news_release_suf_20230119_jpn.pdf 

以 上 

別 紙 


